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記号 意味 記号 意味
［ ］ 発話の重複 h 呼気
＝ 前後の発話が間髪なく続く .h 吸気
（数字） 沈黙の秒数 ． 下降調の音調
￥ 笑っているような発話 ， 継続調の音調
： 音の伸び ？ 上昇調の音調
下線 発話の強調 ’ やや上昇調の音調




認していた。そこから次のセットに入る準備をしている場面。T は入部 1年目の部員だが、大学 2
年生から入部したため先輩部員と同級生である。そのため T は同期の部員、先輩部員のどちらに
対しても「タメ口」で接している。




































L と R はアメリカに留学中で、L の方が先に留学してきた。直前では R の想像より欧米人が横柄
ではなく、むしろ自分のほうが横柄かもしれないという話をしており、L がそれに同意を示してい
た。さらに前では、L がスカラーシップをもらったという話が行われていた。
01 R ：.h そっかぁ． ＝
02 R －＞ ：＝［↑ね！（L の名前）すごい！］スカラーシップってすごいじゃ：ん．
03 L ： ［ そ：だからねおもても－ ］
04 L ：↑えぇ？
05 R －＞ ：すごいじゃ：ん．
06 L ：う：［n­s ご］くはな［いけど：：’］
07 R ： ［ねぇ ！］
08 R －＞ ： ［faa あた］しなんてもうディ：とかも：oh hoh＝
09 R －＞ ：＝［hoh het も］h お h［.hh こんな h も hh ］＝
10 L ： ［uh huh huh］ ［ kuh huh huh huh ］
01行目で R は、直前の話題を L の見解に「そっかぁ」と応じて締めくくる。その後、間髪あけ
新たな話題としての自虐、悩みの前触れとしての自虐
95
ずに 02行目から L に対して「スカラーシップってすごいじゃん」と再度ほめる。それに対し、04






実を示すことも可能であろう。そうしてもよいところを、R はあえて再度 L を称賛し、その後に
「あたしなんて D とか」というように自虐するという回りくどい方法をとっている。なぜそんな方
法をとるのだろうか。




































L の性質への評価である。こうした R の回りくどい方法によって、「すごいあなた」と「できない
わたし」の対比構造がここに顕在化する。つまり「すごいあなた」の話を今一度この場に引っぱり
出し、「できないわたし」の話を今ここで話すことの合理性3）を生み出しているといえよう。











































08 R ： ［faa あた］しなんてもうディ：とかも：oh hoh＝
09 R ：＝［hoh het も］h お h［.hh こんな h も hh ］＝
10 L －＞ ： ［uh huh huh］ ［ kuh huh huh huh ］
11 R ：＝［.h ¥ あ h したのテストとかで絶対もうなんかも oh hoh ¥ ］
12 L －＞ ： ［ （（ 笑 い 続 け て い る ）） ］＝
13 L －＞ ：．hah hah hah［hah
14 R ： ［.hh ¥絶対な h ん h か［h hah エフとかなのに］＝
15 L －＞ ： ［ hu . HHH huh ］
16 R ：＝［ぜった］い［も h oh hoh hoh］ hoh＝
17 L －＞ ： ［huhuh］ ［う：：：：ん’］
18 R : .h［h あ：：hah hah hah］
19 L －＞ ： ［.h も：それはも － 慣］れてい h く h しか h＝
20 L －＞ ：＝し［ょ h うが h な h い h ね h ah
21 R ： ［ah hah hah hah hah hah
22 R ＝＞ ：［.hh も：なんかさぁあ’］
23 L ：［hah hah hah .HAH ］HAH．
24 R ＝＞ ：＞あの－＜ せいぶ－生物学っていうのバイオロジーとかなんだけど，
08行目からの自虐に対し、L は 10行目で笑いを示し応答は行わない。L にとって R の自虐は、
「L はすごい」こととの対比でなされていることから、同情も否定も「上から目線」になりかねず、
笑って自ら発話順番をとらずに相手の出方をうかがうというのは、自分の身の振り方を決めるうえ







は、19、20行目で「慣れていくしかしょうがない」と R に助言を与える。L はこの助言を笑いな
がら、まさに R の自虐と同じやり方で行っている。つまり、L の助言は助言でありつつも真剣す
ぎるものではなく、R の自虐にあわせたものとして産出されている。この助言により、R がはじめ













*G は T と同じ後輩部員、S は先輩部員




04 A －＞ ：［ヘコってないわ．
05 T ＝＞ ：え．（（表情の笑みをやや減らして））
06 A －＞ ：それがお前の実力じゃ．
07 T ＝＞ ：＜はい＞ （（笑った表情で大げさにうなずきながら））
08 S ：＜点数＞ちゃうねん．
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01行目の T の「みんなヘコってるなぁ」という自虐の後、すこし間をあけて、T から視線を向
けられている先輩部員 A は、04行目で「ヘコってないわ」と真剣なトーンで T の自虐を否定す
る。Pomerantz の指摘によれば、相手の自虐に不同意することは優先される応答であり、ここでの
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